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昭和46年度の海外関係業務をふりかえって

地質調査所における海外関係業務は海外地質調査協

力室の業務資料室および標本室の資料交換各研究部

課における研究成果の交流だとカミあるがここでは当室

における業務についてふりかえってみたい.当所にお

ける海外業務の増大に伴い昭和42年に設置された海外

地質調査協力室もすでに5年を経過しこの間に当所の

海外関係業務の窓口としてその活動範囲の拡大ならび

に充実につとめてきた.当室では各研究部課の協力の

もとにつぎのようた業務を行なっている.すなわち

発展途上国に対する専門家の派遣国際機関(国連機関

国際学協会各国の地質鉱山関係機関だと)との協力

国内の関係政府機関および業界との協力ならびに集団

研修の実施などがある.

当室の設置と共に発足した2つの集団研修コｰスも

第5回を終了しこの間に受け入れた海外研修員は100

名以上に達しそれらの国々はアジア中近東アフ

リカおよび南米だとの24カ国におよんでいる.また

各国に派遣された所員の現地における業績はいずれも相

手国政府により高く評価され任期の延長増員の要求

ならびに当初から長期問の派遣要請だとカミ増加の傾向に

ある･当所における研究調査の高い技術水準は各国

に派遣された専門家の業績たらびに受け入れた研修員に

より実感としてより広く世界的認識をうるようにたり

その結果先進国の研究者との協同研究の実施地質鉱

山関係機関の要人の来所専門家の派遣要請研修参加

希望者の増加および国際機関への積極的た参加要請

などがますます盛んになってきた.

1.在外研究･協同研究

科学技術庁の45年度パｰトギャランティ研究員として

スイスのチュｰリッヒ工科大学で岩石物性の研究を行な

っていた燃料部星野一男技官は先方の要請によりさら

に1年間延長し47年6月厨任の予定である.

最近とみに盛んにたってきた海洋調査において当所

の研究調査の実績が高く評価されているあらわれとして

外国の海洋調査船に同乗して協同研究を要請される機会

が多く改ってきた.

米国カリボノレニア大学スクリップス海洋研究所の要請

により同研究所が運航する海洋調査船メルビル号によ

る印度洋および南太平洋海域の地球物理および地質調査

海外地質調査協力室

研究に物理探査部馬場健三技官が5月11目から70日間

協同研究に参加した.

米国コロンビア大学ラモント･ドノ･ティ地質研究所の

要請により同研究所が運航する海洋調査船ビｰマ号に

よる日本海の海底地下構造調査に物理探査部鎌田清吉

技官カミ6月22目から33日間協同研究に参加した.

米国海洋大気庁の要請により同庁が運航する海洋調

査船サｰベイヤ号による北太平洋海域の地球物理および

地質調査に物理探査部飯塚進技官が8月29目から48目

協同研究に参加した.

2.海外研修員などの受け入れ

集団研修は第5回を終了した沿海鉱物資源探

査および地下水開発の2つのコｰスと今年第1回が

開催された地下水開発上級コｰスである.

沿海鉱物資源探査コｰスは従来参加していたアジア

アフリカ諸国に加えて今回から新たに南米諸国の参加

がありユ3カ国からユ4名の研修員により7ヵ月間実施さ

れた.教科内容については従来の研修員の要望事項だ

とも盛り込んで今年度は空中磁気探査海上音波探査

およびデｰタ処理の実習をより一層充実し最後に技術

報告書の提出を求め研修成果のしめくくりを行なった.

地下水開発コｰスは過去4回の研修実績を検討した結

果研修期間を従来にの6ヵ月から4ヵ月に短縮し教

小林地質調査所長(左はし)と協議するエチオピア水資源局メンゲシ

ア長官(有障し)中央立っているのは樹下技官(46,7.19)�
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46年度に派遣された専門家

氏名1所属

大町北一郎

番場猛夫

岡野武雄

河旧

藩丼

大岡

石原

嶋崎

清雄

紀之

良平

舜三

吉彦

岡野武雄

小村幸二郎

藤井敬三

文男

鉱床部

北海道支所

鉱床部

地

地

質

質

床

床

床

料

床

部

部

部

都

部

部

部

派遣先機関1期間1

ビルマ(鉱物資源

調査団)

トノレコ鉱物調査

開発研究所

英国フランス

西独米国(海洋

調査船調査団)

トルコ鉱物調査

開発研究所

サウジアラビア

鉱物資源局

トルコ鉱物調査

開発研究所

オｰストラリア

(鉱床調査)

エカフェ城内国

(エカフェ鉱物資

源開発センタｰ調

査団)

タイ(鉱床調査)

中央アフリカ(鉱

床調査)

サウジアラビア

鉱物資源局

ビルマ(鉱物資源

調査団)
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経費

佔�

佔�

依頼

佔�

サウジ政府

佔�

受託

佔�

受託

佔�

サウジ政府

開発調査

科内容を理論よりも応用に力を注ぎさく井に関する研

修は業界に委託しさく丼の企画から仕上げまで一貫し

た研修を実施した.

地下水開発上級コｰスは過去4回にわたり実施した集

団研修コｰス終了者に対して研修成果と実績を聞き

新しい情報を与えるために実施された.参加者は7カ

国から7名で8月16目から!ヵ月間コｰスリｰダｰ

蔵田延男博士(工業用水協会)により実施され研修業

務は国際建設協会に委託された.この種の上級コｰス

は集団研修のホロｰアップ事業の一環として今後随時

開催されることが望ましい.

個別研修は台湾およびトルコから4名を受け

入れた.FANGCHENC瓦I脳およびTzAIC亘I州LINの

両氏は中華民国経済部ピ所属し鉱山行政ならびに鉱山

経営の実状を把握するために4月から3ヵ月間当所なら

びに関係機関で研修を受けた.この間に当所の業務内

容鉱山会社の本社ならびに鉱業所の見学鉱山石炭局

金属鉱物探鉱促進事業団および石油資源開発株式会社た

どを訪ねわが国における官･民両面の鉱業の現状につ

いて研修を受けた.

HAYRIUYsA肌I氏はトルコ鉱物開発調査研究所の地

熱開発の主任で国連の研修員として4月から1ヵ月間

過年度に派遣され46年度に帰国した専門家

���■�

氏名�所'属�派遣先機関��

■←o■�…“■��期間i経費�一一ユ1■

派俊明�北海道支所�トルコ鉱物調査�42.6.27～�OTCA

��開発研究所�46.6.26�

桂島茂�地形課�サウジアラビア�μ.u.8～�サウジ政府

��鉱物資源局�46.5.7�

後藤隼次�化学課�サウジアラビア�44118～14657'�サウジ政府

��鉱物資源局��

���■�

���一�

河内英幸�試錐課�エチオピア水資�46310～■466111�OTCA

��源開発局��

過年度に派遣され46年度も引続いて派遣されている専門家

氏名��所属派遣先機関期間1経費���

大沢穰�地質部�サウジアラビア�44.11,8～1サウジ政府��

��鉱物資源局�(47.5.7)�一�

平山健�海外室�トルコ鉱物調査�45.3.15～�一�国連

��開発研究所�(47.7.15)��

佐藤良昭�燃料部�タイユカフェ�45.8.1～�OTCA�

��佐��

加藤完�試鋳課1�エチオピア水資�(47.7.31)､､､､､一1(三8.1.･2)i�OTCA�

��源委員会���

奥海靖�技術部�サウジアラビア���

��鉱物資源局�46.3.16～jサウジ政府(47･9･15)…��

加藤甲壬�化学課�サウジアラビア�コ46.3.16～1サウジ政府��

��鉱物資源局�(47.9.15)�■�

���一��

桑形久夫�地形課�サウジアラビア�46316～1(五7.9.15)≡�サウジ政府�

��鉱物資源局���

高橋清�地球化学課�サウジアラビア�46320～,�ユネスコ�

��応用地質学セ:■タ�(48･3･19)1��

松川大岳における現地実習を含む地熱開発に関する研

修を受けた.

C亘U醐C亙UANWU氏は中華民国の水管理局に属し

水資源の調査開発に関する研修をうけるため6ヵ月間滞

目しその間の1ヵ月間当所において地下水調査につい

て研修を受けた.

科学技術庁招へい外国人研究者として先進国か

ら招へいされたDr.REINERJ0RDANを当所で6月か

ら7ヵ月間受け入れた.Dr･JoRD州は西独ハノｰバ

にある二一ダｰサクセン州立地質調査所の古生物･生層

位部に属しおもに中生代の古生物について研究を行たっ

ており当所地質部において野外巡検を伴う中生代の地

質古生物について意欲的た研究を行たった.この制度

が設けられてから当所では今までに西独およびフラン

スからそれぞれ1名を受け入れたことがあり47年度も

すでにオｰストラリアから1名の受け入れカミ決っている.

A.WムUs㎝KU酬氏は西独ハイデルベルク大学鉱物学

岩石学研究所に属し西独政府の費用で金属硫化沈澱物

研究のため昭和46年5月来目し当所北海道支所および

北海道大学で協同研究を行なった,�
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沿岸鉱物資源探査集団研修(46.5.10～46.12.14)

国籍

ブラジル

ビルマ

台湾

コロンビア

エクアドル

ェクアド〃

インド

インドネシア

韓国

ペルｰ

フイリピン

タイ

ェジプト

ベトナム

氏名

J0RGEJ.C.PALMム

售���

HUNT竈L班

AL平AR0VILLAuI拮ARB.

�������

J0RGEA,C肥｡且

K.R.M.SI虹HA

�����到

����

FRANcIscoJ.CUムDRA

D0MINADoRH.AnI0G肌A

PHムIRATSUTH且K0BN

M畑皿IbUDA.E.L.MARzoUK

NGUp酬丁肌N且TRAN

'所属機関

国務省鉱産局

ビルマ石油分杜

中国石油公司

鉱川石油省

天然資源省

海界鉱物資源開

発株式会社(日

本)

地質調査〕ヲ〒

ペルタミナ

(国営石油会社)

地質調査所

動力鉱山省

鉱物資源局

鉱物資源局

エジプト石油分

杜

天然資源局

たおわが国で実施されている当所の業務と関係のあ

る集団研修コｰスとしては10数回を重ねている建築研

究所の地震工学センタｰ目本鉱業会の受け入れている

第3回鉱山開発コｰスおよび九州大学と九州電力で受け

入れている第2回地熱開発コｰスがあり当所からはそ

れぞれのコｰスに専門家が講師として派遣されている.

3.専門家派遣

派遣されている専門家は国連の要請コロンボ計画等

による日本政府が行ない海外技術協力事業団(OTCA)

が実施している技術協力および海外受託制度たどにより

おもに発展途上国の地下資源開発のための調査に従事し

ている.

国連の要請による専門家としては前年度から引続

いて派遣されている海外室平山健技官と地球化学課高橋

清技官の2名である.平山技官は国連開発計画(UND

P)がトノレコで行たっている鉱物資源探査に2年4カ

月の任期で派遣された.高橋技官は国連教育科学文化

機関(UNESCO)がサウジアラビアのジッダに設置した

応用地質学センタｰに2カ年の任期で派遣され現地の

学生に対して地球化学の指導を行なっている.

日本政府の行なう技術協力による専門家としては

1年以上の長期にわたり引続いて派遣されているサウ

ジアラビア第5次地質調査団の技術部奥海靖技官地質

部大沢穣技官化学課加藤甲壬技官地形課桑形久夫技

官の4名とエカフェのアジア沿海鉱物資源共同探査調

整委員会(CCOP)事務局に派遣されている燃料部佐藤

地下水開発集団研修(46.7.1～46.10.28)

国籍

氏名1所属機関

アフガニスタン�FARmUD工NG亘IAsI�灌概水調査局

アルゼンチン�H.C.BUsT0sFIERR0�公益事業省

セイロン�M.W.P.W工JEsING1i1:�灌概局

台湾�CHIA-HU州GLIN�水利局

エチオピア�MAM亙｡DE皿EssIE�水資源局

イラン�AH瓦IADGH0RBANIDARJA螂INエ�水･動力省

マレｰシア�Sw朋HocKCHEw�公益事業局

ネパｰル�R五五咽sHwARMANA皿ATYA�水･動力省

フィリピン�E酬AsT0RA皿｡s�公益事業局

タイ�PRI0H且BUN且UDT0NG�国土開発省

エジプトｰ�S.A.HA皿朋DRAsHwAN�砂漠開発庁

ベトナム�TRANVANLE�公益事業省

地下水開発上級コｰス(46.8.16～46.9.15)

国籍�氏名�所属機関�備考

アフガニス�AuMo互A皿AI〕MURAD�水土じよう調査�

タン��局�第3回研修員

エチオピア�○皿ERIDRIsAHMAD�水資源局�第3回研修員

インド�M.工.SRIvAs砒TA�井戸開発局�第1回研修員

イラン�EsPANDIANPARHAD�水動力省水理部�第2回研修員

韓国�JE0NGUNGLI皿�地質調査所�第1回研修員

台湾�CHUNT0NGWU�水管理局�第3回研修員

タイ�WIBULWUTTHIKANo･�国土開発省地下�

�KKAN�本部�第2回研修員

個別研修(46.4.1～47.3.31)

国籍

トル

湾

湾

湾

氏名

������一

T姐ICHIANLIN

��剉����

������

所属機関

経済部

経済部聯合

鉱業研究所

鉱物調査開

発研究所

水管理局

研修科目

鉱山調査

鉱山調査

地熱調査

地下水調査

経費

佔�

佔�

国連

佔�

良昭技官およびエチオピア政府の水資源委員会に派遣

されている試錐課加藤完技官の合計6名である.今年

度新たに派遣され1年以上の長期にわたるものとしては

トノレコに3名サウジアラビアに2名の計5名1年以

下の短期のものとしてはエカフェ域内国調査団中央

アフリカ各1名およびビノレマ2名の計4名である.

北海道支所番場猛夫技官地質部河田清雄技官同太

田良平技官の3名はすでに帰任した沢村技官沢技官

の後任としてトルコ鉱物調査開発研究所(MTA･)にい

ずれも任期2年で派遣され同国の鉱物資源探査に活躍し

ている.�
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海外との交流(42.4～47.3)

年

度

別

�

年

�

年

�

年

�

年

�

年

技術協力

在外研究

受入研修員

技術協力

在外研究

受入研修員

技術協力

在外研究

受入研修員

技術員カ

在外研究

受入研修員

技術協力

在外研究

受入研修員
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(注)()は協同研究

鉱床部藤井紀之技官燃料部藤井敬三技官は現在サウ

ジアラビア鉱物資源局に派遣されている第5次地質調査

団の団員としてそれぞれ1年半および1年の任期で派遣

され同国の鉱物資源探査に従事する･

鉱床部鳴崎吉彦課長はエカフェ事務局から要請のあっ

た鉱物資源開発センタｰ調査団の団員として派遣され

た.調査団は嶋崎課長丁､A･BA酬Es(オｰストラリ

ア)F.B酬D醐(西独)W･Bos砒(オランダ)およ

びU.KK亘Aw(エカフェ事務局)の5名で編成され

エカフェ鉱物資源開発センタｰ設置の可否についてエカ

フェ事務局長に答申書を作成するためアフガニスタン

セイロンインドネシア韓国ラオスマレｰシア

ネパｰノレパキスタンフィリピンシンガポｰルタ

イおよびベトナムの12カ国を3ヵ月間にわたり巡回し

それぞれの国の責任者と意見を交換し資料を収集した.

この際収集された各国の鉱物資源開発政府機関活動状況

報告書は鉱業関係者にとっては内容の充実したきわめ

て利用価値の高い報告書でこれはエカフェ事務局なら

びに調査団員の出身国政府に保存されている.

鉱床部大町北一郎課長は

ビルマ連邦国鉱物資源調査

専門家5名で編成された調査団の団長として同国の鉱

物資源に関する調査資料の検討現地調査および今後の

資源開発に関する基礎資料収集のため派遣された.現

地調査を行なった鉱山はモニワ(銅)ボｰドウィン(鉛

亜鉛)ナッサン(アンチモン)およびカンバウク(錫

タングステン)の各鉱山である｡

鉱床部岸本文男技官は開発調査委託費によるビノレマ鉱

物資源調査団の団員として同国のピンマナ地区の錫

タングステン鉱床の調査に参加した･

鉱床部小村幸二郎技官は中央アフリカ共和国の銅た

らびにウラン鉱床探査のため動力炉核燃料開発事業団

の富重氏と共に派遣された.

受託ならびに依頼による専門家として3名が派遣さ

れた.受託では鉱床部岡野武雄課長がタイの螢石鉱床

の調査鉱床部石原舜三技官がオｰストラリアのウラン

鉱床の調査のため派遣された･依頼による派遣では鉱

床部岡野武雄課長が海洋調査船建造のために必要た資料

を収集するために他の専門家とともにウスホｰル海

洋研究所(米国)ラモント地質研究所(米国)沿岸

測地局(米国)国立海洋研究所(英国)地質調査所�
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(英国)フランス石油研究所(フランス)海洋学セ

ンタｰ(フランス)および運輸省(西独)をたずねそ

れぞれの機関に所属する海洋調査船の機能運航および

管理に関する調査をした.

4.国際会議

エカフェアジア沿海鉱物資源共同探査調整委員会(CCO亙)

第8回会議は昭和46年7月6目から21目までの間フィリ

ピンのマニラで開催され佐野凌一海外室長が政府代表

として出席した.日本政府がCCOPに対して行たっ

た調査集団研修だとの援助に対して加盟各国から感

謝が述べられさらにマラッカ海峡空中磁気探査の実施

だとの援助が要請された.たおこの会議に引続き南

太平洋地域にもCCOPを設けるための準備会がもたれ

来年度に第1回南太平洋地域沿海鉱物資源共同探査調整

員会の会議がフィジｰで開かれることになった･

第3回国際結晶成長学会議は昭和46年7月上旬

にフランスのマルセイユで開催され砂川一郎鉱床部長

は国際顧間団のメンバｰとして参加した.

国際火山学地球内部化学会議は昭和46年8月2目

から8月15目までの間ソ連邦のモスクワで開催され地

質部小野晃司技官は科学技術庁国際研究集会派遣研究

員として出席し論文発表を行たった.

天然資源の開発に関する日米会議(uJAR)の海洋資源工学

調整委員会および海洋地質パネルは昭和46年8月アメ

リカのワシントンで開催され石和田靖章応用地質部長

は日本側部会長として物理探査部中条純輔課長は委員

として会議に出席した.

東南アジア地域地質学会およびエカフェ東南アジア極東構造

地質図会議は昭和47年3月20目から25目までの間マレ

ｰシアのクアラルンプｰルで開催され地質部広川治技

官がエカフェの招請で日本代表として出席した.

第12回太平洋学術会議は昭和46年8月18目か

ら27目までの間オｰストラリアのキャンベラで開催さ

れ鉱床部石原舜三技官は会議に参加し論文発表を行た

った.

催した.

材料国際会議は昭和46年8月15目から20目までの

間京都で開催されガラス･セラミックス複合材料部会

で鉱床部小出仁技官が研究発表を行なった.

このほかに当所に関係のある国際会議としてはエカ

フェ石油法制セミナｰ(昭和46年10月!8目～25目

タイのバンコクで開催)があり当室には各国から提

出された文書がほぼ全部収集保管されている.

海外との交流が盛んにたるにつれて当所を訪ねる外国

人も多くたってきたカミそのたかでも地質鉱山関係機関

の要人の来訪者としてはつぎのようた人々が来所した.1

インドネシア地質調査所長肚.JohannaSおよび:[チオ

ピア水資源庁長官肚.眺㎜g･曲aは日本の技術協力に

関連してそれぞれ昭和46年5月および7月に高級研修

員として招へいされ地質調査所にも来所した.トルコ

鉱物調査開発研究所総裁胱.S.A且閥皿はオｰストラリ

アヘ出張の帰途地質調査所の長年にわたる協力に感謝

するため昭和46年8月に来所した.またエカフェ産業

天然資源部次長胱.C.Y.阯はUNDPによるCCOPの

援助および日本の技術援助などについて話合いのため昭

和46年10月にまたアメリカ地質調査所国際部長胱.Rぬe-

m㎜&は技術協力などについて情報交換のため東南アジ

ア巡回の帰途昭和46年11月来訪した.

たお当室では3ヵ月毎に業務の概要派遣専門家から

の報告ニュｰスたどを海外地質朗報として取まとめ関

係者に配布することにした.すでに昭和46年4月から

!2月までの3期分について編集印刷した.

昭和46年度地下水開発集団研修閉講式(46.10.28)�


